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経営指導員から

特殊形状品の裁断工程を大幅に省力化できるレーザー自動裁断設備

ゆざわ小町商工会 オーシャンクロス株式会社（繊維工業）

最新省力設備の導入にともない
経営革新計画の承認へ

昭和57年に婦人服の生産会社として創業したオーシャンクロ
ス（従業員26名）は、その後、のぼり旗（フラッグ）や横断幕、
懸垂幕などの広告宣伝資材関連分野にシフト。こうした製品は
もともとオーソドックスな長方形をしたものが多かったが、近年
は集客効果を狙って文字やイラストに合わせて縁の角度を任意
に変えたり、湾曲させて裁断したもの、くり抜き加工を施すも
のなど、特殊形状品フラッグの需要が高まっている。

しかし、これら特殊形状品の生産には時間と手間を要する
ため、同社の生産能力は 80枚〜100枚／日であり、これは発
注元の需要量の５分の１程度でしかなかった。特殊形状品の
需要は今後さらに高まることが予想されるうえに、この業界で
は受注から納品までの期間が５日〜７日とかなり短い。こうし
た要求に対応するためにも、思い切った経営革新が求められ
ていた。

そこで、ゆざわ小町商工会では、特殊形状品の裁断工程を
大幅に省力化できるレーザー自動裁断設備を同社が全国の同
業者に先がけて導入し、需要増に対応するため、経営革新計
画の策定支援に取り組むことにした。

従来、特殊形状品の裁断は手作業で行っていたが、レーザ
ー自動裁断設備を導入すれば、生産能力は 800枚〜1000枚／
日と大幅に向上する。問題は設備の導入資金をどう調達するか

だった。
そのため、商工会では平成26年３月、ものづくり補助金を申

請したが、これは不採択に終わる。
これを受けて秋田県商工会連合会から専門家の指導を仰

ぎ、再度改善に向けた取り組み内容を検証。その結果、設備
導入による効果は、生産力アップだけでなく、生産ラインや工
数などのラインバランスが改善され、多品種少量生産に対応で
きる多能工化が実現することを確認した。

こうして平成26年８月、再度、ものづくり補助金を申請し、
採択された。さらに商工会と専門家が連携して経営革新計画
の申請に向けた支援を行い、平成26年12月、承認を得た。

事業者は、これら一連の取り組みを通して「後継者である長
男の自覚と責任を促すことができたことも大きな成果」だと捉
えている。

　専門家のサポートなくしてここま
での成果は得られませんでしたが、
我々経営指導員が現場で得た情
報や判断を事業者に正確に伝え、
理解してもらうことの大切さをあらた
めて感じました。今後、設備導入
により工場が手狭になることが予想
されます。工場増床の際にも補助
金の活用を検討しており、そのた
めにも経営革新計画の承認を受け
たことは有益だと思います。

ゆざわ小町商工会
佐藤 敏洋さん

Ｈ26年２月～３月 方向性の検討

４月～７月 方向性の再検討

８月 ものづくり補助金の再申請（採択）

３月 ものづくり補助金の申請（不採択）

７月～８月 専門家の指導

９月～11月

12月�

経営革新計画の申請支援

経営革新計画承認

課題
特殊形状品の需要増と
生産能力の限界

支援
商工会と専門家の
チーム支援で成果に導く

支援の経過

ご当地おやつランキングで３位に輝いた「畠栄のあんごま餅」

湖東３町商工会 株式会社畠栄（製造小売業）

チーム支援で全国第３位を獲得。
県外への販路拡大に大きな弾み

八郎潟町に店舗を構える畠栄（畠栄菓子舗、従業員７名）
は昭和４年設立の老舗和菓子店だ。秋田県内での知名度は抜
群に高く、県内の優良特産品のコンテストでもスイーツ部門で
３年連続１位に輝くなどの実績がある。

その一方で県外での知名度は低かった。できたてにこだわ
り、その日に売り切れる分だけしか製造しないという信条のも
と、多店舗展開や県外進出などの拡大路線は歩まない身の丈
に合った経営を行っていたからだ。

こうした事業者に対して湖東３町商工会では、時代に適応
した営業展開の必要性から、東京・池袋で毎年開催される「ニ
ッポン全国物産展」の投票イベント「ニッポン全国ご当地おや
つランキング」に、同社の人気商品「畠栄のあんごま餅」でエ
ントリーすることを提案する。すると、事業者は「全国展での
上位へのランクインはとても無理だから」と辞退してしまう。し
かし、その後も秋田県商工会連合会からの熱心な打診もあり、

「どこまで評価されるか試してみよう」と出展に向けて取り組む
ことになった。

全国物産展までの準備期間は３ヵ月。出展に向けて商工会、
県連合会、外部専門家の三者連携による伴走支援体制が組ま
れることになった。役割分担としては、商工会が畠栄の相談

窓口となり課題を洗い出し、県連合会は課題に合った専門家の
選定および商工会と専門家の調整を行い、専門家は課題解決
に向けた具体的な提案・指導を行った。

具体的な課題（支援内容）は３つ。①訴求力のある商品パ
ッケージへの改良、②来場者への効果的な商品説明の方法、
③出展ブースの効果的な装飾と陳列、である。

三者の連携はスムーズに進み、出展準備も順調に進んだ。
事業者は「東京で出展するというと、私たち地方の人間はどう
しても都会的にしようとか、おしゃれにしようとか背伸びをして
しまいます。でも、専門家の方から『東京の人は地方のお菓子
にそうしたものは求めていない』といわれてハッとしました」と
語っている。そして、商品の見せ方も、核家族化の進んだ東
京ではボリューム感よりも、むしろ小さくして希少感を出したほ
うがいいと考えて工夫した。

その結果、「畠栄のあんごま餅」は、平成26年の「ニッポン
全国ご当地おやつランキング」で３位に選ばれた。
「出展は利益を目的としたものではなかっただけに、この３位
という結果は、とても光栄です」（事業者）

地方の老舗菓子店にとってこの快挙は、大きな自信とともに
販路拡大に向けた道筋を示してくれた。

��今回の支援で連携の大切さを認
識することができました。全国物産
展への出展は、商工会だけではこ
なしきれない試みでしたので、県連
合会や専門家の先生をはじめ多く
の皆様の連携とご協力をいただきま
した。商工会にとってもノウハウの
蓄積という成果を残すことができ、
今後も伴走型支援によって事業者
とともに成長していきたいと思って
います。

湖東３町商工会
鈴木 康記さん

Ｈ26年９月～10月 商品パッケージ改良支援

10月～11月 商品PR支援
出展ブース演出支援

課題
品質第一で
県外進出に慎重

支援
商工会､ 県連合会､ 専門家の
三者で伴走支援

支援の経過


